
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

            



≪初めに≫ 

火災や事故、災害から地域住民の命と安全を守る消防の仕事。 

 多様化が進む現場において女性消防士の活躍が求められてい

ます。 

一方では「消防」は「男性の職業」というイメージはまだまだ

拭えないように思えますが、全国では着実に女性消防士の活躍

が進んできています。 

夷隅郡市消防本部でも二人の女性消防士が今まさに活躍して

います。 

 この二人と共に圏域住民に安全、安心を届けるべく一緒に活

躍してみませんか。とはいえ「女性消防士はどんな事をするのよ

くわからない」と思いますので、本誌で少しでも参考になればと

思います。 

なお、もっと知りたいこと、聞きたいことがあれば、ご家族、

ご本人、誰でもお気軽にお問い合わせいただけたら幸いです。 

                    （令和７年７月） 

 

 

 

 

 



夷隅郡市広域市町村圏事務組合消防本部 

  

構成市町：勝浦市・いすみ市・大多喜・御宿町 

人  口：約６万５千人 

管内面積：406.18ｋ㎡ 

消防署等：消防本部・大多喜分署（大多喜町） 

     勝浦消防署（勝浦市） 

     大原消防署（いすみ市【旧大原町】） 

     御宿分署（御宿町） 

     岬分署（いすみ市【旧岬町】） 

     夷隅分署（いすみ市【旧夷隅町】） 

職 員 数：１９６名（内女性吏員２名） 

 

 

 

 

 

 

 

 



消防士とは 

 

火災や事故、災害などから 

地域住民の安全を守るプロフェッショナル 

 

 消防士は、災害や事故などから地域住民の安全を守ります。 

 消火や救助、救急活動のほか、出火原因の調査や建物の査察など、 

火災を未然に防ぐための予防業務も消防士の仕事です。 

災害現場で、消火・救急・救助にあたる災害対応業務です。災害か

ら地域住民の命と安全を守るため最前線で活動します。 

当本部の女性職員は主に消防ポンプ隊員、救急隊員、指揮隊員、及

び消防車・救急車・指揮車の機関員として活動しています。 

  

 

   

 

 

 

 

 

 

  

 



災害がない時は、消防職員は災害に備えて訓練や災害で使用する機

材の点検や整備を行っています。 

☆ 主な一日の流れ～ 

8：30 勤務開始 

9：00 点検・訓練など 

12：00 休憩・昼食 

13：00 点検・訓練など 

17：15 休憩・夕食 

17：45 ミーティング・報告書作成・事務処理・訓練等 

22：00 仮眠時間 

（※1～2 時間通信勤務があるため順次交代勤務） 

6：00 起床・事務 

8：30  勤務終了 

  

 ☆ 主な業務 

  ① 警防業務 

    火災の消火のための訓練や技術向上のための検討等 

  ② 救急業務 

    急病人やケガ人の救急搬送や応急手当や救命手当の指導等 

  ③ 救助業務 

    火災や事故等による逃げ遅れや事故現場に取り残された要救助 

者の救出活動等 

  ④ 予防業務 

    消防訓練（消火・避難・通報）の指導や火災予防のための立ち 

入り検査等 



☆ 施設

   夷隅郡市消防本部では、勝浦消防署と大原消防署に女性職員が安

心して職務に専念できるように、女性専用設備を整備しています。 

 大原消防署の施設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 勝浦消防署の施設 

 

 

 

 

 

 

 

 



☆ 被服 

消防署で使用する服装（被服）は、活動する隊等によって変わり

ます。これらは貸与されます。 

◎ 防火服           ◎ 活動服 
（火災・その他災害時に着用します。）    （消防隊・指揮隊担当時に着用します。） 

                                    

 

 

 

 

 

 

◎ 救急服           ◎ 救助服  
（救急隊担当時に着用します。）       （救助隊員が着用します。） 

        

 

 

 

 

 

 

 

◎ 感染防止衣        ◎ 制服   
（救急出動時に着用します。）       （毎日勤務者や行事の時に着用します。） 

                          

 

 

 

 

                      

 



  

☆ 消防学校 初任教育（基礎教育、実務教育、実科訓練） 

消防の初任教育として約６ヶ月間、全寮制の消防学校に入校し、

消防士としての基礎的な知識や技能、体力を身につけます。 

 

☆ 消防学校 専科教育 

救急科、救助科、予防査察科、火災調査科など、業務の種類ごと

に必要なことを座学と実技から学びます。 

☆ 休日・休暇

◎ 週休  

＜毎日勤務者＞ 消防本部に勤務している職員や署長 

・８：３０～１７：１５までの勤務、土日・祝日が休み。 

月 火 水 木 金 土 日 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

勤務 勤務 勤務 勤務 勤務 週休 週休 

８ ９ 10 11 12 13 14 

勤務 勤務 勤務 勤務 勤務 週休 週休 

 

＜隔日勤務者＞ ２４時間勤務で現場活動する職員 

・原則として、4 週間に 8 日の週休があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月 火 水 木 金 土 日 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

勤務 明け 勤務 明け 勤務 明け 週休 

８ ９ 10 11 12 13 14 

週休 勤務 明け 勤務 明け 勤務 明け 

15 16 17 18 19 20 21 

週休 週休 勤務 明け 勤務 明け 勤務 



◎ 年次有給休暇 

1 年間に 20 日（新規採用初年は１５日） 

  ◎ 病気休暇 

◎ 特別休暇 

慶弔休暇、夏季休暇等 

 

☆ 産前産後休暇

   産前から産後、合計で原則として１６週間取得することが可能

で、多くの職員が利用している制度です。 

  

☆ 育児休業 

   原則として子供が 3 歳に達するまでの間、育児休業をすることが

可能です。 

   多くの職員は職場復帰に関して同じ制度を取得した先輩と相談し

取得年数を決定しています。 

 

☆ 育児短時間勤務制度 

   法律や条例で定める勤務の形態により、希望する日及び時間帯に

おいて勤務することが出来ます。 

 

☆ 部分休業（令和７年４月現在） 

育児の状況にあわせて、出勤前後最大で 2 時間以内の部分休業、

又は１年につき 10 日相当の範囲内で勤務しないことが可能です。 

 

夷隅郡市広域市町村圏事務組合消防本部の消防士になるには！！ 

☆ 受験願書提出 

 ☆ 第１次試験（筆記試験） 

☆ 第２次試験（面接試験・体力検査） 

☆ 合格通知（内定） 

☆ 採用 



 ◎ 初任給     大学新卒  ２２５，６００円 

          短大新卒  ２１０，６００円 

          高校新卒  １９４，５００円 

◎ 地域手当    給与及び扶養手当の合計の２％ 

◎ 扶養手当    （配偶者） ３，０００円 

          （ 子 ） １人につき１１，５００円 

◎ 住居手当    （限度額） ２８，０００円 

◎ 通勤手当    通勤手段・距離に応じた金額（限度額有り） 

◎ 期末・勤勉手当 １年間に給料月額等の 4.6０箇月分 

（６月・１２月に支給） 

 ◎ 特殊勤務手当  出動等により支給されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


